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来
日
直
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

来
日
直
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

七
・
八
月
期

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
業
務
部

海
外
で
夏
休
み
を
過
ご
す
家
族
連
れ
や
若
者
た

ち
が
、ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
携
え
て
成
田
空
港
の
出
発

ロ
ビ
ー
を
埋
め
尽
く
す
こ
ろ
、
当
協
会
業
務
部
職

員
は
世
界
各
国
か
ら
集
ま
る
新
規
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者

を
出
迎
え
る
べ
く
、
成
田
空
港
の
到
着
ロ
ビ
ー
へ
集

結
す
る
。
新
た
に
来
日
す
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
の
出

迎
え
と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、
一
年
で

最
も
忙
し
い
季
節
の
到
来
で
あ
る
。
今
号
で
は
Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
最
大
の
行
事
と
い
え

る
来
日
直
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
す
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
今
年
で
一
七
年
目
を
迎

え
、
平
成
一
五
年
度
は
、
新
規
招
致
国
の
ギ
リ
シ

ャ
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
を
含
む
四
〇

カ
国
か
ら
約
六
二
〇
〇
人
を
超
す
青
年
が
参
加
し

て
お
り
、こ
の
う
ち
、
約
半
数
が
一
年
目
の
新
規
参

加
者
で
あ
る
。
例
年
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
欧
米
の

大
学
卒
業
シ
ー
ズ
ン
に
当
た
る
七
、
八
月
期
に
来

日
す
る
。

当
協
会
は
、
彼
ら
新
規
来
日
者
に
対
し
て
、
日

本
で
の
生
活
・
勤
務
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
知
識

や
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
国
際
化

の
推
進
と
い
う
本
事
業
の
趣
旨
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
来
日
直
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
総
務
省
、

外
務
省
、
文
部
科
学
省
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い

る
。今

年
度
は
三
〇
九
九
人
が
来
日
し
、
七
月
二
七

日
来
日
の
Ａ
日
程
、
八
月
三
日
来
日
の
Ｂ
日
程
及

び
八
月
二
〇
日
来
日
の
二
次
来
日
の
三
回
に
分
か

れ
て
来
日
し
た
。

●
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
来
日

世
界
各
国
か
ら
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
は
、
母
国
か

ら
直
接
、
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
便
を
乗
り
継
い
で

全
員
が
成
田
空
港
に
降
り
立
つ
。
胸
元
に「
Ｊ
Ｅ

Ｔ
」と
刻
ま
れ
た
真
っ
赤
な
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身

に
ま
と
い
、
当
協
会
職
員
と
現
役
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者

か
ら
選
ば
れ
た
六
五
名
の
Ｔ
Ｏ
Ａ（
東
京
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
協
力
者
）が
夜
も
明
け
ぬ
う
ち
か

ら
新
規
参
加
者
を
出
迎
え
る
準
備
に
取
り
か
か

り
、
成
田
空
港

第
一
、
第
二
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
分

か
れ
て
待
ち
受

け
た
。
一
人
で

も
目
を
引
く
よ

う
な
真
っ
赤
な

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
大
勢
の
ス

タ
ッ
フ
が
着
用

し
て
い
る
光
景

は
圧
巻
で
あ

り
、
一
般
の
乗

客
も
気
に
な
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
ら
し
く
、
何

を
し
て
い
る
団
体
な
の
か
尋
ね
ら
れ
た
り
、
中
に

は
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
ど
こ
で
売
っ
て
い
る
の
か
と
聞
か
れ

る
ほ
ど
の
目
立
ち
よ
う
で
あ
っ
た
。

七
月
二
七
日
午
前
六
時
四
〇
分
成
田
着
の
便
で

メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
一
二
二
名
が
到
着
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
世
界
各
地
か
ら
新
規
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
が

続
々
と
空
港
に
降
り
立
っ
た
。
参
加
者
は
日
本
独

Ａ
日
程
　
七
月
二
七
日（
日
）

Ｂ
日
程
　
八
月
三
日（
日
）

c次々と到着する新規JET参加者
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特
の
蒸
し
暑
さ
と
到
着
ロ
ビ
ー
の
混
雑
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
新
生
活
へ
の
期
待
に
満
ち
た
表
情
を

浮
か
べ
て
い
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
を
乗
せ
た
フ
ラ
イ
ト
の
到
着
は

夜
の
八
時
過
ぎ
ま
で
続
く
。
必
ず
し
も
予
定
通
り

到
着
す
る
と
は
限
ら
ず
、
予
期
せ
ず
到
着
便
が
重

な
る
こ
と
も
あ
る
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
ゲ
ー
ト

か
ら
出
て
く
る
参
加
者
で
通
路
は
溢
れ
ん
ば
か
り

に
埋
め
つ
く
さ
れ
、
到
着
チ
ェッ
ク
と
荷
物
搬
送
手

続
の
た
め
に
長
蛇
の
列
を
作
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
間
、ス
タ
ッ
フ
は
笑
顔
で
彼
ら
を
出
迎
え
、
研
修

会
場
行
き
の
バ
ス
ま
で
誘
導
し
、Ｔ
Ｏ
Ａ
の
先
導
で

続
々
と
バ
ス
へ
乗
り
込
み
、
研
修
会
場
へ
移
動
す

る
。
よ
う
や
く
バ
ス
の
席
に
腰
を
下
ろ
し
た
参
加

者
た
ち
は
、
長
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
と
多
く
の
荷
物

を
携
え
て
の
到
着
手
続
き
、
そ
し
て
期
待
と
不
安

が
入
り
交
じ
る
緊
張
感
か
ら
、
疲
れ
を
隠
せ
な
い

様
子
で
あ
っ
た
。

●
開
会
式

日
本
で
迎
え
る
最
初
の
夜
が
明
け
る
と
、い
よ

い
よ
三
日
間
に
わ
た
る
来
日
直
後
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
始
で
あ
る
。

初
日
の
開
会
式
で
は
、
初
め
に
当
協
会
二
橋
理

事
長
に
よ
る
新
規
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
た
ち
へ
の
歓
迎

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

二
橋
理
事
長
は
、
参
加
者
た
ち
の
勇
気
と
情
熱

に
敬
意
を
表
し
、
彼
ら
が
日
本
の
地
域
社
会
で
た

く
さ
ん
の
日
本
の
人
々
と
向
き
合
い
、
日
本
の
良

き
友
人
と
な
る
こ
と
、そ
し
て
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
活
動
や
経
験
が
彼
ら
の
将
来
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
か
つ
日
本
と
各
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
の
母
国
と
の

友
好
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
へ
も
寄
与
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
と
語
っ
た
。

歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推

進
す
る
立
場
か
ら
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
三
省（
総
務
省
、
外
務
省
、
文
部
科
学

省
）を
代
表
し
て
、A
日
程
で
は
外
務
省
の
糠
沢
文

化
交
流
部
長
が
、Ｂ
日
程
で
は
文
部
科
学
省
の
樋

口
官
房
審
議
官
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
全
体
会
・
Ｃ
Ｉ
Ｒ
全
体
会

開
会
式
後
、
職
種
別
に
分
か
れ
て
の
研
修
が
行

わ
れ
た
。

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
全
体
会
で
は
、

日
本
の
外
国
語
教
育
の
現
状
や
今
後
の
展
望
、
授

業
を
進
め
る
上
で
の
留
意
点
な
ど
に
つ
い
て
の
説

明
が
さ
れ
た
後
、Ａ
Ｌ
Ｔ
の
一
日
を
描
い
た
ビ
デ

オ
が
上
映
さ
れ
た
。

新
し
い
職
務
へ
の
興
味
と
不
安
か
ら
皆
真
剣
な

面
も
ち
で
ビ
デ
オ
に
見
入
っ
て
い
た
が
、
笑
い
や
ど

よ
め
き
が
巻
き
起
こ
る
場
面
も
多
々
見
受
け
ら

れ
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
文
化
の
違
い
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

国
際
交
流
員（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）の
全
体
会
で
は
、
日
程

説
明
等
に
引
き
続
き
、
今
後
直
面
す
る
で
あ
ろ
う

「
カ
ル
チ
ャ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
」を
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
体
験

し
、そ
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
た
。
今
後
の

職
務
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
し
て
習
得
し
よ
う
と

熱
心
に
楽
し
く
学
ん
で
い
る
姿
が
う
か
が
わ
れ
た
。

●
歓
迎
夕
食
会

夕
方
か
ら
は
歓
迎
夕
食
会
が
開
催
さ
れ
、
二
橋

理
事
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
と
乾
杯
の
発
声
に
続

き
、
和
や
か
な
歓
談
の
時
間
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
関
係
者
や
当
協
会
役
員
と

Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
た
ち
が
談
笑
す
る
様
子
や
、
出
会

い
を
記
念
し
て
写
真
を
撮
影
す
る
参
加
者
た
ち
の

姿
が
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
た
。
長
旅

と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
疲
れ
か
ら
最
初
は
お
と

な
し
か
っ
た
参
加
者
も
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
活

発
に
交
流
を
深
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

●
Ａ
Ｌ
Ｔ
分
科
会
・
Ｃ
Ｉ
Ｒ
分
科
会

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
二
日
目
の
午
前
中
は
、

職
種
別
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
分
科
会
で
は
、
先
輩
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師

に
迎
え
、
ま
ず
、「T

eam
-T
eaching

D
em
on-

stration
and
Effective

Lesson
Planning

」と

題
し
て
日
本
人
教
師
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

の
進
め
方
の
説
明
が
さ
れ
た
。
続
い
て「C

reative
U
se
Teaching

M
aterials

and
D
esigning

Language
Activities

」と
題
し
て
、
生
徒
を
授

業
に
引
き
込
む
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
参
加
型
ゲ
ー
ム
の
紹
介
、
ビ
デ
オ
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
授
業
の
進
め
方
な
ど
、

経
験
に
基
づ
い
た
具
体
的
で
実
践
的
な
説
明
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
分
科
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

補
助
者
と
し
て
中
高
生
が
起
用
さ
れ
た
。
近
く
Ｊ

Ａ
日
程
　
七
月
二
八
日（
月
）

Ｂ
日
程
　
八
月
四
日（
月
）

Ａ
日
程
　
七
月
ニ
十
九
日（
火
）

Ｂ
日
程
　
八
月
五
日（
火
）
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来日直後オリエンテーション（七・八月期）

Ｅ
Ｔ
参
加
者
が
身
近
に
接
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
日
本
の
中
高
生
た
ち
は
参
加
者
た
ち
の
注
目

の
的
と
な
り
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
参
加
者

と
中
高
生
の
会
話
も
、
一
緒
に
昼
食
を
と
る
こ
ろ

に
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
た
様
子
と
な
り
、
研
修

の
合
間
の
わ
ず
か
な
休
憩
時
間
に
は
中
高
生
た
ち

の
設
け
た
ブ
ー
ス
は
黒
山
の
人
だ
か
り
と
な
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
分
科
会
で
は
、
最
初
に
、
配
置
先
団

体
の
種
別（
都
道
府
県
、
市
町
村
、
国
際
交
流
協
会

な
ど
）ご
と
に
分
か
れ
て
、そ
れ
ぞ
れ
一
年
間
の
行

事
と
仕
事
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
続

い
て「
Ｃ
Ｉ
Ｒ
の
職
務
」と
題
し
て
、
日
本
語
で
の

ス
ピ
ー
チ
と
挨
拶
、
翻
訳
・
通
訳
業
務
へ
の
取
組
み

方
や
、
職
場
や
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
実
践
的
な
説
明
が

さ
れ
た
。

●
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
分
科
会

午
後
か
ら
は
、
参
加
者
全
員
が
対
象
の
当
協
会

主
催
の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ク
レ
ア
か
ら
の
重
要
事
項
の
お
知
ら
せ
、
最
初

の
一
カ
月
の
過
ご
し
方
、
日
本
語
の
自
主
学
習
、

日
本
の
自
動
車
の
運
転
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

の
分
科
会
が
用
意
さ
れ
、
各
自
が
興
味
の
あ
る
分

科
会
を
自
由
に
選
択
し
て
出
席
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
く
上
で
の
貴
重
な
情

報
で
あ
り
、
配
付
さ
れ
た
資
料
を
手
に
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
分
科
会
と
並
行
し
て
、取
り
ま

と
め
団
体（
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
）別
の
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
、
翌
日
以
降
の
予
定
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
た
ち
に

と
っ
て
は
、
配
置
先
担
当
者
と
の
初
め
て
の
対
面

で
あ
り
、
緊
張
し
つ
つ
も
、
担
当
者
の
顔
を
じ
っ
と

見
つ
め
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

●
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｔ

今
回
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
正
規
プ
ロ

グ
ラ
ム
以
外
に
、Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｔ（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
者
の
会
）が
分
科
会
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
。

分
科
会
で
は
、「K
ulcha

in
the
K
lassroom

」

や
「G

etting
the
M
ostfor

Your
Yen

」「N
avi-

gating
the

W
ilds

of
Japanese

C
ooking

」

「Volunteering
in
Japan

」「Telecom
m
unica-

tions
in
Japan

」な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
先
輩
Ｊ
Ｅ
Ｔ

で
あ
る
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｔ
役
員
た
ち
が
、
自
ら
の
経
験
を

基
に
仕
事
や

日
本
で
の
生

活
に
役
立
つ

と
思
わ
れ
る

生
の
情
報
、

あ
る
い
は
今

後
の
日
本
で

の
生
活
の
ベ

ー
ス
の
一
つ

と
な
る
で
あ

ろ
う
各
種
グ

ル
ー
プ
活
動

の
様
子
等
を

説
明
し
た
。

Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の

分
科
会
に
つ
い
て
は
任
意
参
加
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
に
は
い
す
に
座
る
こ
と
が
で
き
ず
立

ち
見
の
出
席
者
が
出
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

る
分
科
会
も
あ
っ
た
。

す
べ
て
の
分
科
会
が
終
了
す
る
と
、
英
国
、カ
ナ

ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
大
使

館
主
催
の
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
が
開
催
さ
れ
、
各

国
の
参
加
者
は
会
場
を
移
り
、
大
使
を
は
じ
め
と

す
る
母
国
の
外
務
職
員
と
談
笑
し
な
が
ら
親
睦
を

図
っ
て
い
た
。

●
新
た
な
生
活
へ
の
出
発

い
よ
い
よ
、ス
タ
ー
ト
前
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
終
了
し
、
本
当
の
日
本
で
の
生
活
の
幕
が
開

か
れ
る
。
集
団
で
の
研
修
を
終
え
、
全
国
津
々

浦
々
へ
及
ぶ
配
置
先
へ
向
け
、
各
都
道
府
県
、
政
令

指
定
都
市
ご
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
で
各

地
へ
と
旅
立
つ
。

当
協
会
職
員
ら
に
見
送
ら
れ
、
正
午
ま
で
に
は

す
べ
て
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
が
、
無
事
に
赴
任
地
に

向
け
て
、
研
修
会
場
を
後
に
し
た
。

彼
ら
が
今
後
、こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
得

た
知
識
や
情
報
を
活
か
し
、
日
本
と
い
う
見
知
ら

ぬ
土
地
で
の
生
活
を
力
強
く
歩
み
出
し
、
わ
が
国

と
Ｊ
Ｅ
Ｔ
参
加
者
た
ち
の
母
国
と
の
相
互
理
解
を

深
め
る
架
け
橋
と
し
て
活
躍
し
、
草
の
根
の
国
際

交
流
の
推
進
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

Ａ
日
程
　
七
月
三
十
日（
水
）

Ｂ
日
程
　
八
月
六
日（
水
）

cAJET分科会で講師を務める先輩JET
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「
ど
れ
く
ら
い
日
本
に
い
る
の
で
す
か
？
」国
際

交
流
員
と
し
て
、
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
日
本
と
母
国
の
カ
ナ
ダ
の
間
を
行
き
来
し
て
一

七
年
に
な
り
ま
す
」と
答
え
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、
相
手
に
び
っ
く
り
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
北
海
道

の
大
根
畑
で
仕
事
を
し
て
い
た
と
か
、
両
国
の
ち

ゃ
ん
こ
鍋
屋
で
力
士
を
相
手
に
ウ
ェ
イ
タ
ー
も
や

っ
て
い
た
な
ど
と
、
一
七
年
間
の
間
に
体
験
で
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
さ
ら
に
説
明
す
る
と
、
相

手
の
表
情
が
な
お
さ
ら
複
雑
に
な
る
。
次
に
出
て

く
る
質
問
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、「
な
ぜ
？
」で
あ

る
。
カ
ナ
ダ
人
青
年
で
あ
る
僕
が
、
生
ま
れ
つ
き

自
分
の
社
会
で
な
い
日
本
に
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の

時
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
る
の
だ
ろ
う
？
と
い

う
意
味
だ
。
そ
の
答
え
は
妙
に
簡
単
だ
。
日
本
を

愛
す
る
か
ら
で
あ
る
。
長
年
の
数
多
く
の
経
験
の

末
、
日
本
が
第
二
の
故
郷
だ
と
心
か
ら
思
っ
て
い

る
の
だ
。

「
日
本
」が
僕
の
人
生
を
変
え
、
そ
し
て
今
存
在
す

る「
自
分
」に
強
く
影
響
を
与
え
た
の
だ
。
僕
が
国

際
交
流
員
に
な
っ
た
の
は
、
そ
ん
な「
日
本
」に
何

ら
か
の
恩
返
し
が
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

僕
は
福
島
県
福
島
市
に
あ
る
（財）
福
島
県
国
際
交

流
協
会
に
勤
め
て
い
る
。
東
北
の
最
南
部
に
あ
る

福
島
県
は
、
広
大
で
美
し
い
自
然
環
境
を
自
慢
に

し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
感
動
的
な
景
色
、
素
晴
ら

し
い
ス
キ
ー
場
、
ゆ
っ
た
り
で
き
る
温
泉
、
そ
し
て

お
い
し
い
果
物
が
あ
り
、
三
年
近
く
前
に
福
島
へ

来
た
と
き
か
ら
何
度
も
僕
は
こ
う
い
っ
た
も
の
す

べ
て
に
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
豊
富
で
美
し
い

県
に
来
る
こ
と
が
で
き
た
自
分
の
こ
と
を
す
ご
く

幸
運
だ
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
ス
キ
ー
や
桃
が
福
島
県
の
す
べ
て
で

は
な
い
。
福
島
県
の
社
会
の
表
面
の「
皮
」を
少
し

だ
け
で
も
め
く
っ
て
中
を
の
ぞ
い
て
み
れ
ば
、
変

化
の
真
最
中
の
社
会
が
見
え
て
く
る
。
福
島
県
が

直
面
し
て
い
る
数
多
く
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
、

非
常
に
急
ピ
ッ
チ
で
深
ま
っ
て
い
る
社
会
的
な
多

様
化（
国
際
化
）が
あ
る
。
昨
年
末
の
時
点
で
、
福

島
県
に
は
一
万
二
五
一
〇
人
の
外
国
籍
県
民
が
暮

ら
し
て
い
た
。
四
〇
八
三
人
し
か
い
な
か
っ
た
平

成
元
年
と
比
べ
れ
ば
、
大
幅
な
、
そ
し
て
大
変
急

な
増
加
が
明
ら
か
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る「
国
際
結

婚
」も
同
様
に
増
加
し
て
お
り
、
既
に
県
内
の
結
婚

数
の
五
％
以
上
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
籍

の
親
に
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
数
も
増
え
て
お

り
、
県
内
の
出
産
数
の
国
際
化
も
進
化
し
て
い
る
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
社
会
的
な
多
様
化
が
実
際
に

定
着
し
始
め
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
は
福
島
県
だ
け
の
現
象
で
は
な
い
。
一
八
〇

万
人
近
く
の
外
国
籍
住
民
が
暮
ら
す
今
日
の
日
本

社
会
全
体
が
実
際
に
国
際
的
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
。
国
際
交
流
員
と
し
て
の
僕
の
目
的
は
、

こ
の
社
会
的
な
多
様
化
を
で
き
る
だ
け
う
ま
く
促

進
し
、
日
本
で
深
ま
り
つ
つ
あ
る
多
様
性
を
排
除

や
差
別
に
つ
な
げ
る
の
で
は
な
く
、
豊
か
さ
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
来
た
る
べ
き
国
際

化
時
代
の
中
で
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
の

た
め
に
安
全
で
豊
か
な
将
来
を
確
保
す
る
に
は
、

こ
れ
が
大
き
な
キ
ー
だ
と
思
う
。

（財）
福
島
県
国
際
交
流
協
会
の
使
命
の
一
つ
と
し

て
、「
多
文
化
共
生
の
福
島
の
創
造
を
め
ざ
す
」と

恩返し
(財)福島県国際交流協会国際交流員

Scott Aalgaard スコット・アルガード
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い
う
理
念
が
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
当
協
会
に
着

任
し
て
以
来
、
僕
は
そ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
て

全
力
を
注
い
で
き
た
。
着
任
一
年
目
に
は
多
文
化

共
生
を
紹
介
す
る「
出
前
講
座
」を
企
画
し
、
中
学

校
、
高
校
、
公
民
館
、
大
学
等
県
内
数
十
カ
所
で
合

わ
せ
て
三
一
〇
〇
人
以
上
の
県
民
を
対
象
に
講
座

を
実
施
し
た
。
こ
の
出
前
講
座
を
通
じ
て
、
当
協

会
の
理
念
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
は

な
く
、
県
民
の
た
め
に
働
い
て
い
る
地
方
公
務
員

と
し
て
、
多
く
の
県
民
と
触
れ
合
う
こ
と
も
で
き

た
。
こ
の
企
画
で
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
参
加
者
の

方
々
の
温
か
さ
や
理
解
力
が
大
変
感
動
的
で
あ
っ

た
。
会
話
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
多
く
の
県
民

の
方
々
の
こ
と
は
、
永
遠
に
僕
の
記
憶
に
残
る
だ

ろ
う
。

今
年
は「
多
文
化
共
生
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
」と
い
う
、
地
域
社
会
に
お
け
る
多
文

化
共
生
の
推
進
を
狙
い
と
す
る
新
し
い
企
画
を
立

案
し
、
担
当
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
第
一
歩
と

し
て
全
県
か
ら
一
八
名
の
参
加
者
を
募
集
し
、
一

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
。
現
在

は
研
修
会
や
公
開
講
座
を
通
じ
て
、
福
島
県
に
お

け
る
国
際
化
と
い
う
現
象
や
多
文
化
共
生
の
理
念
、

そ
し
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
等
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

も
と
に
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を「
育
成
」し

て
い
る
。
八
カ
月
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
た

後
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
た

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
再
結
成
さ
れ
、
福
島
県
の
地
域
社
会

の
い
わ
ゆ
る「
草
の
根
レ
ベ
ル
」か
ら
多
文
化
共
生

を
積
極
的
に
推
進
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る
こ
と

が
、
こ
の
企
画
の
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
で

き
る
だ
け
最
新
の
、
そ
し
て
最
も
進
歩
的
な
情
報

を
本
グ
ル
ー
プ
に
提
供
す
る
た
め
に
、
大
阪
や
カ

ナ
ダ
か
ら
専
門
家
や
外
部
講
師
を
お
招
き
す
る
こ

と
も
企
画
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
企
画
は
東
北

地
方
で
は
初
め
て
で
あ
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
熱
意
を
大
変
誇
り
に
思

っ
て
い
る
。

地
域
社
会
で
活
躍
す
る
国
際
交
流
員
に
は
、
そ

の
地
域
に
仕
え
る
た
め
最
善
を
尽
く
す
重
い
責
任

が
あ
る
と
思
う
。「
交
流
事
業
」は
も
ち
ろ
ん
価
値

あ
る
も
の
で
あ
り
、
や
っ
て
い
て
楽
し
い
仕
事
で

は
あ
る
が
、
今
日
の
日
本
の
地
域
社
会
の
国
際
化

に
お
い
て
は
、
単
な
る「
交
流
事
業
」が
す
べ
て
で

は
な
い
こ
と
を
常
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
国
際
化
に
取
り
組
む
際
に
は
、

目
を
外
国
の
文
化
や
言
葉
ば
か
り
に
向
け
ず
に
、

国
内
の
視
点
か
ら
、
い
わ
ゆ
る「
内
な
る
」角
度
か

ら
国
際
化
を
考
え
、
地
域
社
会
に
お
け
る
多
様
化

の
促
進
の
重
要
性
も
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
も
必

要
だ
。
国
際
交
流
員
と
し
て
、
国
際
化
し
多
様
化

す
る
地
域
社
会
の
特
徴
や
ニ
ー
ズ
を
よ
く
把
握
し
、

ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
有
意
義
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

国
際
交
流
員
の
仕
事
は
、
地
域
に
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ
。
自
分
の
仕
事
が
自

分
の
仕
え
る
地
域
社
会
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い

る
と
思
う
と
、
大
き
な
幸
せ
が
胸
に
宿
る
。
僕
は

こ
の
幸
せ
を
味
わ
え
た
こ
と
を
大
変
幸
運
に
思
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
お
世

話
に
な
っ
て
き
た
日
本
社
会
に
も
少
し
だ
け
で
も

恩
返
し
で
き
た
自
分
の
こ
と
も
、
本
当
に
幸
せ
者

だ
と
思
っ
て
い
る
。

カナダ・ブリティッシュコロンビア
州キャンベルリバー出身。ヴィク
トリア大学でアジア太平洋学の学
位取得。ＪＥＴプログラムに参加し
た理由は、キャンベルリバーの姉
妹都市である北海道石狩市で過ご
した10日間のホームステイプロ
グラムで日本と恋に落ちてしまい、
それ以来日本にまた戻ってくるチ
ャンスを探していたから！ＪＥＴ卒
業後は、大学で日本学についての
教育、講義を続けたいと思ってい
る。特に国際化、人権、権力や日
本の大衆文化について興味があ
る。趣味は音楽（特に長渕剛）。

Scott Aalgaard
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ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
と
き
は
当
た
り
前
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
ど
ん
な
に
多
か
っ
た
か
考

え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
、
七
面
鳥
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
やF

o
o
t
F
ru
it
S
n
a
c
ks

の
果

物
、
サ
イ
ズ
に
合
う
婦
人
靴
な
ど
が
手
に
入
ら
な

い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
け
れ
ど
、
自
分
に
適

し
た
ヘ
ア
ケ
ア
や
ス
キ
ン
ケ
ア
の
製
品
を
探
す
の

が
、
こ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
も
み

な
か
っ
た
。
日
本
中
に
米
軍
基
地
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
自
分
に
必
要
な
物
を
手
に
入
れ
る
の
に
一
時

間
以
上
は
離
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

問
題
は
、
そ
う
い
っ
た
物
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

は
、
基
地
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
友
達
を
作

っ
た
り
、
最
寄
り
の
施
設
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
探

し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
過
程
の
こ
と

を
、
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

日
本
に
来
る
前
は
、
私
は
ス
ト
レ
ー
ト
パ
ー
マ

を
か
け
て
い
た
が
、
出
発
の
二
日
前
に
伸
ば
し
た

部
分
を
す
べ
て
切
り
、
短
く
カ
ー
ル
し
た
ア
フ
ロ

ヘ
ア
に
し
た
。
そ
の
方
が
扱
い
や
す
い
だ
ろ
う
と

思
っ
た
の
だ
が
、
想
像
を
絶
す
る
悪
夢
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
！
ヘ
ア
ケ
ア
製
品
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
基
地
に
は
知
り
合
い
も
な

く
、
最
寄
り
の
基
地
の
場
所
も
分
か
ら
ず
、
自
分

と
同
じ
製
品
を
使
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
知
ら
な

か
っ
た
。
一
〇
月
こ
ろ
に
は
、
私
の
髪
は
も
は
や

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
と
は
呼
べ
な
い
長
さ
に
達
し
、
カ

ッ
ト
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
女
性
で
あ
る
友
達
の
エ
リ
カ
も
、
同
じ
問
題

を
抱
え
て
い
た
。
こ
れ
以
上
、
自
然
の
状
態
の
ま

ま
の
髪
を
自
分
で
扱
う
の
は
無
理
と
判
断
し
、
私

は
ス
ト
レ
ー
ト
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
い
く
つ
も

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
調
べ
た
結
果
、
よ
う
や
く
東

京
に
あ
る
お
店
を
見
つ
け
た
。
私
は
そ
こ
の
美
容

師
に
髪
を
ど
う
し
た
い
の
か
を
説
明
し
、
彼
女
は

引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
う
ま

く
い
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
日
本
で
経
験
し

た
中
で
、
最
も
困
難
で
時
間
の
か
か
っ
た
苦
い
経

験
の
一
つ
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

エ
リ
カ
と
私
は
、
既
に
日
本
に
い
て
化
粧
品
の

入
手
方
法
や
美
容
師
の
探
し
方
を
知
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
ど
ん
な
に
楽
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
話
し
合

っ
た
。
む
な
し
さ
を
埋
め
る
た
め
に
何
か
を
し
な

け
れ
ば
、
と
二
人
が
決
め
た
の
は
、
日
本
に
来
て

九
カ
月
が
た
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
考
え
を

行
動
に
移
す
と
き
が
来
た
の
だ
。
国
中
に
点
在
し

て
い
る
ア
フ
リ
カ
系
の
人
た
ち
と
連
絡
を
取
る
の

は
ど
の
く
ら
い
大
変
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
だ
が
、
六

月
に
行
わ
れ
る
二
年
目
に
契
約
を
更
新
す
る
Ｊ
Ｅ

Ｔ
の
再
契
約
予
定
者
研
修
会
が
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
と
話
し
、
リ
ス
ト
を
作
る
た
め
の
名
前
や

連
絡
先
を
集
め
る
の
に
、
絶
好
の
機
会
だ
と
気
付

い
た
。
私
た
ち
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
、Ja

p
a
n

E
xchang

e
T
eachers

of
A
frican

D
e
s
-

c
e
n
t

の
略
で
あ
るJ

E
T
s
A
D

と
呼
ぶ
こ
と
に

し
た
。

私
た
ち
は
、
そ
の
研
修
会
で
契
約
を
継
続
し
た

一
五
〜
二
〇
人
の
ア
フ
リ
カ
系
の
人
々
と
会
い
、

Ｅ
メ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
が
、
続
け
て
い

く
上
で
最
良
の
手
段
だ
と
判
断
し
た
。
自
分
た
ち

の
地
域
や
地
方
に
い
る
メ
ン
バ
ー
や
、
離
れ
た
場

所
に
い
る
メ
ン
バ
ー
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き

ただ髪を切りたかった
だけなのに

山梨県上九一色村教育委員会外国語指導助手

Eboni Monique Staton エボニー・モニーク・ステイトン
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る
よ
う
に
な
る
か
ら
だ
。
思
い
描
い
て
い
た
こ
と

が
、つ
い
に
現
実
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
七
〜

八
月
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
同
窓
会
や
口
コ
ミ
な
ど

に
よ
り
、
三
〇
人
が
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
っ
た
。
エ

リ
カ
と
私
は
、
新
た
にJ

E
T
s
A
D

に
加
わ
っ
た

関
東
地
方
の
数
名
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
新
Ｊ

Ｅ
Ｔ
の
人
々
に
情
報
を
広
め
る
た
め
、
新
規
Ｊ
Ｅ

Ｔ
参
加
者
の
来
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中

に
東
京
へ
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ア
フ
リ
カ
系
の
新

Ｊ
Ｅ
Ｔ
と
出
会
っ
た
ほ
か
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
設

立
し
た
こ
と
や
、
最
初
に
日
本
に
来
た
と
き
に
こ

う
い
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
言
っ
て
賞

賛
し
て
く
れ
た
二
年
目
、
三
年
目
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
の
人

た
ち
に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
一
〇
〇
人
を
超
え
て
お
り
、

今
な
お
増
え
続
け
て
い
る
。
四
七
都
道
府
県
の
う

ち
の
約
四
二
都
道
府
県
に
少
な
く
と
も
五
カ
国
か

ら
や
っ
て
き
た
人
々
が
点
在
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
い
る
ア

フ
リ
カ
系
の
人
々
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
つ
な
が
り
を
、
自
分
と
同
じ
生
活
習
慣
や
文

化
を
共
に
す
る
人
た
ち
と
の
間
に
つ
く
る
こ
と
で
、

日
本
に
対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
日
本
の
文
化
や
伝
統
を
ア
メ
リ
カ
の
文
化
と

だ
け
比
べ
る
こ
と
は
、
私
自
身
が
日
本
を
理
解
す

る
上
で
の
限
界
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
。（
故
郷
で
の

暮
ら
し
と
比
べ
て
、
日
本
で
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ

ま
な
異
な
っ
た
観
点
を
持
つ
）メ
ン
バ
ー
と
の
話
し

合
い
を
通
し
て
、
も
し
こ
の
文
化
内
で
の
つ
な
が

り
が
な
か
っ
た
ら
分
か
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
離
れ
離
れ
に
暮
ら

す
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
同
じ
ア
フ
リ
カ

系
の
人
間
で
あ
る
こ
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
意

味
す
る
。
同
じ
肌
の
色
を
共
有
し
て
い
る
た
め
、

周
り
の
人
々
は
私
た
ち
の
こ
と
を
単
な
る
ア
フ
リ

カ
系
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
見
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

私
に
と
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
た
国
々
か
ら

来
て
お
互
い
に
多
く
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
人
同

士
と
し
て
見
え
る
。

私
が
最
も
感
慨
を
覚
え
る
の
は
、
個
人
的
な
き

っ
か
け
で
始
ま
っ
た
こ
と
が
、
自
分
だ
け
で
な
く

多
く
の
人
々
の
生
活
の
中
で
こ
ん
な
に
も
役
立
つ

重
要
な
も
の
に
発
展
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

現
在
、JE

T
s
A
D

は
、
基
金
を
募
る
取
組
み
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
県
で
行
わ
れ
る
国
際
的
な
公

益
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
調
整
し
て
い
る
。
う
ま
く
い

け
ば
そ
う
い
っ
た
取
組
み
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年

春
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
訪
れ
、
募
金
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
積
極
的

な
組
織
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
多
く
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
私
が

日
本
を
去
っ
た
後
も
ず
っ
と
、JE

T
s
A
D

グ
ル

ー
プ
が
成
長
し
続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

点
在
し
て
い
る
人
々
と
つ
な
が
り
合
い
、
人
と
し

て
持
っ
て
い
る
強
さ
に
気
付
く
こ
と
は
、
自
分
自

身
に
対
す
る
誇
り
と
、
そ
れ
ま
で
の
想
像
を
は
る

か
に
超
え
る
理
解
を
与
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
ら
が

今
後
も
発
展
し
続
け
ま
す
よ
う
に
。

アメリカ・コネチカット州ノーワーク
生まれ、ノースカロライナ州ヴァンス
ボロー出身。ノースカロナイナ大学チ
ャペルヒル校で、アフリカンアメリカ
ン学とコミュニケーション学の学位を
取得。将来は、黒人社会と国際社会の
融合を切り拓く道を見つけたい。日本
での生活は私の人生を明らかに変え視
野を開かせてくれたので、黒人の子ど
もたちのために、自分と同じような人
生を変えるような経験をもたらす道を
拓きたいと思っている。趣味は、アコ
ースティックギターの練習、日本語学
習、サッカーなど。

Eboni Monique Staton
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was finally being realized. Between June and August, either by word
of mouth, help from various alumni associations or personal contact,
about 30 people had joined our group. Erica and I, along with a few
other people in the Kanto area who had recently joined JETs AD,
went to Tokyo during both Group A and B Post-Arrival
Orientations to spread the word among the new JETs. Along with
meeting the new JETs of African descent, we also met 2nd and 3rd
year JETs who complimented us for creating the group and wished
that something like this had been around when they first arrived in
Japan.  

Now, we have over 100 members and are still growing. There are
people from at least 5 different countries spread out over 42 or so of
Japan's 47 prefectures. The members of our group are making
connections in their respective areas with other people of African
descent and can talk with about much more than just where to find
hair products. Making these connections within my own cultural
group has led to a much greater appreciation of Japan. Comparing
Japanese culture and traditions with only American culture certainly
limits the depth in which I can appreciate Japan. Through
discussions had with members (who have many diverse perspectives
of life in Japan compared with life in their home country), I have an

understanding of things I would not have, had this intra-cultural
connection not been made. Being a person of African descent means
different things to the many members of the diaspora. Because we
share the same skin color, people around the world may look at us
and see only a group of people of African descent. I look around and
see people who come from many diverse countries and who have a
lot to learn from one another.  

What amazes me most is that something that had its origins in
personal reasons has developed into something so beneficial and
important to not only my life, but so many other people's lives.
Currently, JETs AD is coordinating an international public service
project that can be implemented in the different prefectures for
fundraising efforts. Hopefully, these efforts will result into a trip to
the African continent in the Spring of 2004. I am so blessed to have
the opportunity to contribute to and benefit from such a positive
organization. I hope that the JETs AD group continues to prosper
long after I have left Japan. Connecting across the diaspora and
realizing the diversity that we have as people has provided me with a
self-pride and understanding far beyond what I had imagined. May
the building continue. 

Scott Aalgaard

taking up my post in 2001. In my first year, I planned and put into
practice a 'travelling lecture', through which I was able to introduce the
concept of multiculturalism  to over 3,100 people in dozens of schools,
public halls and universities throughout the prefecture. This project
allowed me both to work toward the realization of my Association's
objectives and to get out and meet and interact with the people on
whose behalf I, as a prefectural public servant, am working for.
Wherever I travelled with this project, I was always deeply impressed
with the warmth and intelligence of my audience. Many of those with
whom I was able to chat will stay in my memory forever.

This year, I have devised and been put in charge of a new project
aimed at actively promoting multiculturalism in Fukushima from the
grassroots level. At the centre of this project is an 18-member 'working
group' made up of applicants from across the prefecture. We are now
'training' this group in issues such as social 'internationalization' as it is
found in Fukushima, theories of multiculturalism, social leadership,
empowerment, media literacy and more, with the goal of having the
working group go on to form a new non-governmental organization
that will actively promote multiculturalism in Fukushima as it sees fit.
This project involves bringing in specialists and guest lecturers from as
far away as Osaka and even Canada in order to ensure that the
working group receives the most progressive and up-to-date

information. This project is the first of its kind in Tohoku, and I am
extremely proud of our group and the passion with which they are
working.

I truly believe that CIRs have a responsibility to serve the areas in
which they live to the best of their abilities. Purely exchange-oriented
activities are certainly worthwhile and enjoyable, but it must be
remembered that these activities are not the be-all and end-all of
'internationalization' in Japan. In this day and age, it is vital to look at
internationalization from a local, internal angle, and to be well aware
of the fact that 'internationalization' in Japan today is as much about
facilitating domestic social diversification as it is about offering
insights into foreign countries and societies. It is vital to have a clear
understanding of the specific characteristics of our increasingly
international and diverse localities, and to devise goals based upon
what is truly needed in those areas.

The CIR is in the position of being able to help bring about real and
lasting social change. Surely there is no greater joy than the
knowledge that one's work has had a positive impact on the society
that one serves. I feel extremely lucky to have had the chance to know
this joy, and to give something back to the society that has given me so
much.
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All I Wanted Was a Haircut

I never realized how many things I truly took for granted living in
America. I knew by coming to Japan, I'd miss things like turkey
sandwiches, Fruit by the Foot Fruit Snacks, and women's shoes that
actually fit. But I didn't realize just how hard it would be to find
suitable hair and skin care products. With an American military
presence all over Japan I was sure I would be no more than an hour
or so away from all the products that I would need. The problem
was that I never considered all the work that would have to go into
making friends who could take you on the military bases to get those
products, as well as locating the facilities closest to me. 

Before I came to Japan, my hair was relaxed (straight perm), but
two days before my departure I cut all of the relaxed hair and wore a
very short curly afro. I thought having my hair this way would be
much easier to maintain but it turned out to be more of a nightmare
than I'd ever imagined! I couldn't find any hair care products, I didn't
know anyone on any military base, had no way of locating the
nearest base, and didn't know anyone who used any of the products I
do. Around October my hair had reached a length that was no longer
stylish and needed to be cut. My friend Erica, another African
American female, was dealing with the same issue. I decided that I
couldn't deal with natural hair on my own anymore so I decided to

go back to a relaxer (straight perm). After surfing a million websites,
I finally found a place in Tokyo. I spoke with the beautician about
what I wanted and she said she could help me. It turned out very
well but was one of the most difficult and time consuming ordeals
I'd gone through in Japan.  

Erica and I talked about how much easier it would be if we were
able to contact people who were already here and knew ways to
procure cosmetics and find hair dressers. We'd been here in Japan
for about 9 months before we decided that we had to do something
to try to fill our void. The time had come to put that discussion into
action. We considered how difficult it would be to connect with
people of African Descent because we were spread out all over the
country. However, we also realized the Conference for Re-
contracting JETs for 2nd year JETs, coming up in June, would be
the perfect time to start talking about the group and get names and
contact information to begin our list. We would call our group, JETs
AD, which stands for Japan Exchange Teachers of African Descent. 
We met between 15 or 20 recontracting JETs of African descent at

that meeting and decided the best way to keep it going was if we had
an e-mail group. People would be able to locate other people in their
area and region as well as people who lived further away. Our vision

GIVING BACK

As a Coordinator for International Relations, I am often asked how
long I've been in Japan. The answer - that I've been coming and going
between Japan and my home country of Canada now for almost
seventeen years - never fails to raise eyebrows. When I explain some
of the experiences I've had during those seventeen years - such as
packing daikon radishes as a farmhand in Hokkaido, or serving
chanko-nabe to wrestlers as a waiter at a sumo restaurant in Tokyo's
Ryogoku district - the eyebrows all but shoot through the roof.  The
follow-up question, usually, is 'Why?' Why would a young Canadian
devote so much time and energy to a society that, at least by birth, is
not his own? The answer is deceptively simple: I love Japan. After so
many years and so many experiences, I have truly come to consider
Japan my second home. In a very real way, Japan changed my life and
shaped the person that I am now. I became a CIR because I wanted to
give something back. 

I work at the Fukushima prefectural International Association,
located in Fukushima City. Our prefecture, located in southern
Tohoku, boasts a vast and beautiful natural environment. Fukushima
is home to impressive scenery, great skiing and snowboarding,
relaxing onsen and delicious fruit, all of which I have indulged in -
repeatedly - during my nearly three years here. Indeed, I feel
extremely fortunate to have been placed in such a beautiful area.

But there is much more going on here in Fukushima than just
snowboarding and peaches. If one takes the time to peer just below the
surface of our society, one will see a society in transition. Among the
many changes the prefecture is facing is the fact that Fukushima's
society is diversifying and 'internationalizing' at a very rapid rate. Last
year, 12,510 non-Japanese residents called Fukushima home; a vast
increase over 1989, when the number was just 4,083. 'International'
marriages are also on the rise: more than 5% of the marriages that take
place in Fukushima Prefecture can now be classified as such. The
number of children born in Fukushima to non-Japanese parents is
increasing, as well. In general, it can be said that social diversification
is truly beginning to take root in Fukushima Prefecture. Of course, this
phenomenon is certainly not limited to our region - with almost
1,800,000 non-Japanese residents, Japan as a whole is becoming
increasingly 'international'. My goal as a CIR is to help facilitate this
social diversification, and to ensure that increasing diversity in Japan is
associated with enrichment rather than discrimination. This, I believe,
is a major key to ensuring a safe and secure future for all of Japan's
residents in the international age to come. One of the stated objectives
of the Fukushima International Association is the promotion of
multiculturalism here in Fukushima Prefecture, and it is toward the
realization of this goal that I have dedicated all of my energies since




